






具体的な整備内容シート（基礎案）

【平成１８年３月２２日版】

治水－１２ 4/6

天ヶ瀬ダム貯水池内の堆砂状況
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堆砂率

砂防堰堤の設置

●提案理由

（田上山卒業記念植樹の様子）

瀬田川砂防における山腹工の実施

天ヶ瀬ダムでは、現在、堆砂容量注）の約70％が既に流入土砂で堆砂している
が、上流域の砂防工事による効果から近年の年間堆砂量は以前と比較して大幅に
減少している。今後も土砂流出を抑えるため、滋賀県砂防治山連絡調整会議等で
関係機関と調整しながら、山腹工等を施工する。

注） 元々、ダムには治水、利水のために使う容量とは別に、土砂がたまっても良い容量（堆砂容量）

を設けている。通常、堆砂容量は100年間に流入する土砂の量で設計しており、たとえ、その堆砂
容量が一杯になったとしても、治水、利水容量は別に確保されているため、ダム本来の目的には

支障がないが、それ以上の堆砂は治水、利水容量を侵すこととなり治水安全上好ましくない。

測量成果にばらつきのある期間






